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本学の研究所・機関の研究内容を紹介する
「プロジェクト岡大」。今号では今年４月、「資
源生物科学研究所」から改称し、文部科学
省認定の共同利用・共同研究拠点となった
「資源植物科学研究所」（倉敷市中央）を
取り上げます。

資源植物科学
研究所
正門前に生えるソテツ。
樹 齢350年 以 上 と さ れ、
大原家から移植されたと
伝えられている

02
プロジェクト

岡大

倉
敷
美
観
地
区
か
ら
ほ
ど
近
い
場

所
に
、
広
々
と
し
た
農
地
が
突
然

現
れ
る
。
岡
山
大
学
資
源
植
物
科

学
研
究
所
は
、
約
３
万
８
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
圃
場
や
温
室

を
備
え
た
施
設
。
正
門
を
入
る
と
、

10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
幹
を
広
げ
た

巨
大
な
ソ
テ
ツ
が
出
迎
え
、
研
究

棟
に
隣
接
す
る
麦
畑
は
黄
金
色
に

染
ま
っ
て
い
た
。

倉
敷
紡
績
（
現
・
ク
ラ
ボ
ウ
）

社
長
で
、
大
原
美
術
館
な
ど
を
創

設
し
た
実
業
家
・
大
原
孫
三
郎
が

１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
に
設
立
し

た
「
大
原
農
業
研
究
所
」
が
起
源
。

第
二
次
大
戦
後
、
本
学
の
組
織
と

な
り
、
植
物
病
理
学
、
生
物
化
学
、

特 集
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屋上では、高温抑制のため、マンネングサなど
を栽培。且原真木准教授らが中心となり、倉敷
市の歴史的建造物の屋根を移築し、ビオトープ
を設けるなど、希少植物保護にも取り組む

岡山大学附属図書館の分館である史料
館は、著名な植物学者・ペッファーの
直筆書き込みや、ダーウィンのサイン
入り著書のほか、中国の明・清代の農書、
日本の近世の農業・本草についての貴
重な書籍を多数所蔵。植物や食をテー
マにした企画展示も行っている

村田　稔所長

害
虫
学
、
作
物
生
理
学
、
作
物
遺
伝

学
分
野
で
基
礎
研
究
を
始
め
た
。

以
後
、
微
細
気
象
学
、
水
質
学
、

雑
草
学
と
い
っ
た
研
究
部
門
や
、
大

麦
系
統
保
存
施
設
な
ど
を
順
次
設

置
。
分
子
レ
ベ
ル
の
研
究
が
盛
ん
に

な
っ
た
の
を
受
け
、
１
９
８
８
（
昭

和
63
）
年
、
資
源
生
物
科
学
研
究
所

と
改
称
。
遺
伝
情
報
発
現
、
生
物
機

能
解
析
、
生
物
環
境
反
応
部
門
な
ど

に
組
織
を
再
編
し
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
の
視
点
か
ら
、
植
物
に
つ
い
て

幅
広
く
研
究
し
て
き
た
。

今
年
４
月
か
ら
は
、
農
学
系
で
は

全
国
初
と
な
る
「
共
同
利
用
・
共
同

研
究
拠
点
」
に
認
定
さ
れ
、
全
国
の

大
学
・
研
究
機
関
と
「
植
物
遺
伝
資

源
・
ス
ト
レ
ス
科
学
研
究
分
野
」
で

研
究
を
進
め
る
こ
と
に
。「
生
物
」

を「
植
物
」と
改
称
。
組
織
も「
大
麦
・

野
生
植
物
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に

加
え
、
大
気
環
境
、
土
壌
環
境
、
環

境
生
物
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
、
ス
ト

レ
ス
が
加
わ
っ
た
場
合
の
植
物
の
反

応
を
解
明
す
る
「
植
物
ス
ト
レ
ス
科

学
」
と
、
新
た
な
学
問
分
野
の
創
出

を
目
指
す
「
次
世
代
作
物
」
の
２
共

同
研
究
組
織
を
新
設
し
た
。

村
田
稔
所
長
は
「
こ
れ
ま
で
は
水

質
や
気
象
な
ど
も
研
究
し
て
き
た

が
、
研
究
者
の
世
代
交
代
が
進
ん
だ

こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
植
物
、
と
く

に
、
ス
ト
レ
ス
と
遺
伝
子
分
野
に
焦

点
を
絞
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
方
向

性
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、改
称
、

改
組
し
た
」
と
説
明
す
る
。

現
在
、
13
グ
ル
ー
プ
が
、
病
虫
害

に
対
す
る
耐
性
を
備
え
た
り
、
宇
宙

空
間
で
も
栽
培
で
き
る
植
物
の
開

発
な
ど
を
目
指
し
て
研
究
を
展
開
。

シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
な
ど
で
明
ら
か
に

な
っ
た
成
果
を
、
他
の
植
物
に
応
用

す
る
取
り
組
み
も
進
む
。
植
物
が

元
素
や
水
を
吸
収
す
る
仕
組
み
や
、

イ
ネ
の
突
然
変
異
な
ど
31
の
テ
ー

マ
で
全
国
の
大
学
・
機
関
と
共
同
研

究
を
始
め
た
ほ
か
、
ケ
ニ
ア
や
ベ
ト

ナ
ム
と
の
国
際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
動
き
出
し
た
。

村
田
所
長
は
「
当
研
究
所
は
、
い

ろ
い
ろ
な
系
統
の
オ
オ
ム
ギ
や
、
開

所
当
時
か
ら
集
め
ら
れ
て
き
た
雑
草

の
種
子
と
い
っ
た
遺
伝
資
源
が
豊
富
。

い
ろ
い
ろ
な
環
境
ス
ト
レ
ス
に
対
す

る
耐
性
な
ど
を
比
較
研
究
す
る
の
に
、

大
き
な
強
み
が
あ
る
」
と
話
す
。
地

球
環
境
が
変
化
す
る
中
、「
近
未
来
に

想
定
さ
れ
る
劣
悪
環
境
で
も
生
育
可

能
な
作
物
を
作
り
出
し
、
人
類
社
会

に
貢
献
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。
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ゲノム育種ユニット▶核機能分子解析グループ

染
色
体
の
配
達
機
能
を
解
明

染
色
体
に
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
コ
ピ
ー
し
て

配
達
す
る
機
能
が
あ
り
、
配
達
を
担
う
部

分
で
あ
る
動
原
体
を
研
究
し
て
い
る
。
動

原
体
は
、
染
色
体
の
く
び
れ
の
部
分
に
あ

り
、
細
胞
分
裂
の
際
、
両
端
に
引
っ
張
ら

れ
る
（
図
・
左
）。
植
物
の
動
原
体
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
配
列
や
タ
ン
パ
ク
質
の
構
成
は
、
ヒ

ト
や
酵
母
に
比
べ
、
明
ら
か
に
な
っ
て
お

ら
ず
、
ゲ
ノ
ム
解
析
が
進
ん
で
い
る
モ
デ

ル
植
物
・
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
や
イ
ネ
、
タ

バ
コ
な
ど
を
使
い
、
構
造
解
析
を
進
め
て

い
る
。

芸
術
点
の
あ
る
研
究

研
究
の
半
分
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
タ
ン
パ
ク

質
を
見
つ
け
る
作
業
。
細
胞
壁
な
ど
ほ
か

の
部
分
を
酵
素
で
取
り
除
き
、
ス
ラ
イ
ド

上
に
染
色
体
を
広
げ
て
観
察
す
る
。
こ
の

時
の
サ
ン
プ
ル
の
美
し
さ
も
研
究
の
評
価

に
影
響
す
る
の
で
、
い
わ
ば
「
芸
術
点
」

が
あ
る
研
究
。
美
し
い
サ
ン
プ
ル
を
作
る

た
め
、
１
週
間
、
毎
日
８
時
間
、
顕
微
鏡

を
の
ぞ
き
続
け
た
こ
と
も
あ
る
。

空
白
を
埋
め
る
発
見

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
時
代
に
は
、
高

等
真
核
生
物
で
初
と
な
る
、
動
原
体
の
完

全
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
を
イ
ネ
で
明
ら
か
に

し
、「
染
色
体
の
分
配
」
と
「
遺
伝
子
発
現
」

の
双
方
に
か
か
わ
る
こ
と
を
見
つ
け
出
し

た
。
人
類
が
だ
れ
も
知
ら
な
い
動
原
体
の

中
身
を
探
究
し
、
地
図
の
空
白
地
帯
を
埋

め
て
い
く
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
え
た
。
染

色
体
に
く
び
れ
が
な
い
〝
変
わ
り
者
〟
の

植
物
「
ル
ズ
ラ
」
の
動
原
体
が
、
染
色
体

の
溝
の
中
に
あ
る
こ
と
（
図
・
右
）
も
発

見
。動
物
で
は
線
虫
で
分
か
っ
て
い
た
が
、

植
物
で
は
60
年
来
の
謎
だ
っ
た
。

メ
リ
ッ
ト
多
い
人
工
染
色
体

目
標
は
、
人
工
染
色
体
を
作
り
出
す

こ
と
。
例
え
ば
、
ヒ
ト
の
遺
伝
子
治
療
で

は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
運
ぶ
の
に
、
ウ
イ
ル
ス
の

D
N
A
の
一
部
を
利
用
す
る
が
、
狙
っ
て

い
な
い
場
所
に
入
り
込
ん
だ
り
、
発
現
が

不
安
定
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
人
工
染
色

体
な
ら
、
毎
回
、
安
定
し
て
機
能
を
発
現

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
タ
ン

パ
ク
質
が
連
携
し
て
働
く
場
合
に
も
、
設

計
図
と
な
る
遺
伝
子
を
連
結
し
た
長
い
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
ま
と
め
て
組
み
込
め
る
。
ま
た
、

人
工
染
色
体
の
伝
達
を
制
御
し
、
組
換
え

作
物
に
導
入
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
次
世
代
に
引

き
継
が
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。
世
界
で
も
き
ち
ん
と
成
功

し
た
例
は
な
く
、
研
究
、
実
用
化
の
両
面

で
意
義
は
大
き
い
。

理
学
的
興
味

「
動
原
体
に
は
、
配
達
機
能
に
関
連
し

た
Ｄ
Ｎ
Ａ
以
外
に
、
タ
ン
パ
ク
質
の
設
計

図
と
な
る
遺
伝
子
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て

き
た
が
、
イ
ネ
の
動
原
体
の
研
究
で
、
間

違
い
だ
と
分
か
っ
た
。
こ
う
し
た
漠
然
と

し
た
認
識
は
、
調
べ
て
み
な
い
と
本
当
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
純
粋
に
「
生
物
の

仕
組
み
」
を
解
き
明
か
し
て
い
く
こ
と
が

研
究
の
魅
力
。
成
果
の
利
活
用
は
大
切
だ

が
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
は
、
研
究
の

大
き
な
原
動
力
だ
。
こ
の
研
究
所
は
、
設

備
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
世
界
と
戦
う

の
に
申
し
分
な
い
環
境
。
こ
の
強
み
を
生

か
し
、理
学
的
興
味
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

自
分
ら
し
い
成
果
を
出
し
て
い
き
た
い
。

ながき・きよたか
1998年、横浜市立大学大学院総合
理学研究科博士（理学）取得。横浜
市立大学木原生物学研究所助手、米
ウィスコンシン大学リサーチ・アソ
シエイトなどを経て、2004年から岡
山大学資源生物科学研究所核機能分
子解析グループ助手。2006年から現
職。神奈川県鎌倉市出身。39歳。

長岐 清孝 准教授
大麦・野生植物資源

研究センター

局在型 分散型

動原体
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不
安
定
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
人
工
染
色

体
な
ら
、
毎
回
、
安
定
し
て
機
能
を
発
現

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
タ
ン

パ
ク
質
が
連
携
し
て
働
く
場
合
に
も
、
設

計
図
と
な
る
遺
伝
子
を
連
結
し
た
長
い
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
ま
と
め
て
組
み
込
め
る
。
ま
た
、

人
工
染
色
体
の
伝
達
を
制
御
し
、
組
換
え

作
物
に
導
入
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
次
世
代
に
引

き
継
が
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。
世
界
で
も
き
ち
ん
と
成
功

し
た
例
は
な
く
、
研
究
、
実
用
化
の
両
面

で
意
義
は
大
き
い
。

理
学
的
興
味

「
動
原
体
に
は
、
配
達
機
能
に
関
連
し

た
Ｄ
Ｎ
Ａ
以
外
に
、
タ
ン
パ
ク
質
の
設
計

図
と
な
る
遺
伝
子
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て

き
た
が
、
イ
ネ
の
動
原
体
の
研
究
で
、
間

違
い
だ
と
分
か
っ
た
。
こ
う
し
た
漠
然
と

し
た
認
識
は
、
調
べ
て
み
な
い
と
本
当
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
純
粋
に
「
生
物
の

仕
組
み
」
を
解
き
明
か
し
て
い
く
こ
と
が

研
究
の
魅
力
。
成
果
の
利
活
用
は
大
切
だ

が
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
は
、
研
究
の

大
き
な
原
動
力
だ
。
こ
の
研
究
所
は
、
設

備
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
世
界
と
戦
う

の
に
申
し
分
な
い
環
境
。
こ
の
強
み
を
生

か
し
、理
学
的
興
味
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

自
分
ら
し
い
成
果
を
出
し
て
い
き
た
い
。

安
全
に
、
収
穫
量
増
や
し
た
い

も
と
も
と
、
植
物
や
生
物
が
好
き
。
理

学
部
の
生
物
分
野
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ

た
が
、
よ
り
実
用
に
近
い
研
究
が
で
き
る

農
学
部
に
進
ん
だ
。
科
学
技
術
が
ど
れ
だ

け
進
歩
し
て
も
、
人
間
に
と
っ
て
食
べ
物

は
と
て
も
大
切
。
農
作
物
が
お
い
し
く
、

安
全
に
、
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る
こ
と
に

役
立
つ
の
が
目
標
だ
。

ケ
イ
素
と
植
物
の
か
か
わ
り
テ
ー
マ

植
物
は
移
動
で
き
な
い
の
で
、
気
候
や

虫
、
土
壌
中
の
成
分
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
健
全

に
生
育
す
る
に
は
、
ス
ト
レ
ス
を
克
服
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
土
壌
中
に
た
く
さ
ん

含
ま
れ
る
元
素
・
ケ
イ
素
に
は
、
植
物
を

ス
ト
レ
ス
か
ら
守
る
働
き
が
あ
る
。
例
え

ば
、
イ
ネ
は
、
ケ
イ
素
が
不
足
す
る
と
大

量
に
取
り
込
み
、
充
足
す
る
と
吸
収
を
抑

制
す
る
。
窒
素
な
ど
と
異
な
り
、
ケ
イ
素

は
た
く
さ
ん
取
り
込
ん
で
も
害
が
な
い
の

に
、
な
ぜ
吸
収
量
を
調
節
す
る
の
か
。
そ

の
仕
組
み
を
解
き
明
か
せ
ば
、
土
壌
環
境

に
対
す
る
植
物
の
応
答
の
基
本
的
な
一
面

が
理
解
で
き
、
さ
ら
に
は
農
業
生
産
性
の

向
上
や
環
境
負
荷
の
低
減
に
つ
な
が
る
と

確
信
し
て
い
る
。

動
物
の
飼
育
に
も
挑
戦

こ
の
研
究
所
で
大
学
院
生
の
こ
ろ
、
イ

ネ
の
体
内
に
ケ
イ
素
を
運
び
込
む
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
タ
ー
（
輸
送
体
タ
ン
パ
ク
質
）
の

発
見
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
発
見
し

た
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
機
能
を
、
別
の

生
物
内
で
検
証
す
る
作
業
を
担
当
し
た

が
、
酵
母
や
大
腸
菌
で
は
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
の
卵
母

細
胞
で
試
す
こ
と
に
な
り
、
他
の
研
究
室

の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
、
想
定
外
の
動

物
飼
育
に
〝
奮
闘
〟。
高
等
植
物
で
初
と

な
る
発
見
の
役
に
立
て
た
の
が
、
光
栄
で

う
れ
し
か
っ
た
。

研
究
と
家
庭
生
活
の
両
立
目
指
す

女
性
研
究
者
の
持
続
的
な
雇
用
・
育
成

の
た
め
、
若
手
女
性
研
究
者
を
任
期
付
き

で
雇
用
し
、
研
究
と
家
庭
生
活
の
両
立
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
ウ
ー
マ
ン
・
テ
ニ
ュ
ア
・

ト
ラ
ッ
ク
（
W
T
T
）」
に
応
募
、
第
１

期
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
女
性

だ
か
ら
と
い
っ
て
研
究
で
損
を
し
た
こ
と

は
な
い
し
、
採
用
差
別
も
な
い
と
思
う
。

そ
れ
で
も
、女
性
研
究
者
が
少
な
い
の
は
、

家
事
や
育
児
と
の
両
立
が
難
し
く
、
あ
き

ら
め
ざ
る
を
得
な
い
人
が
多
い
か
ら
だ
ろ

う
。こ
れ
か
ら
も
研
究
を
続
け
た
い
の
で
、

将
来
を
具
体
的
に
考
え
た
時
、
W
T
T
は

と
て
も
魅
力
的
に
感
じ
た
。
本
学
の
先
進

的
な
取
り
組
み
で
、
一
層
の
充
実
も
期
待

し
た
い
。

レ
ベ
ル
高
い
研
究
所

隣
の
香
川
大
学
か
ら
移
っ
て
き
て
、
こ

こ
は
研
究
活
動
が
活
発
で
、
レ
ベ
ル
も
、

研
究
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
い
と
感

じ
た
。
博
士
研
究
員
時
代
に
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
オ
オ
ム
ギ
に
も
、
イ
ネ
の
よ
う
な

ケ
イ
素
の
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
が
あ
る
こ

と
を
発
見
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
イ
ネ
と
同

じ
イ
ネ
科
な
の
で
、
発
見
と
い
っ
て
も
予

想
通
り
。
今
年
４
月
に
着
任
し
、
研
究
は

ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
だ
が
、
人
と

は
違
う
、誰
も
知
ら
な
い
発
見
を
目
指
し
、

頑
張
り
た
い
。

みたに・なみき
2008年9月、岡山大学大学院自然科
学研究科バイオサイエンス専攻博士
後期課程早期修了、博士（農学）取得。
2009年、岡山大学資源生物科学研究
所特別契約職員助教、2010年4月か
ら現職。香川県丸亀市出身。29歳。

プロジェクト
岡大02

特 集

三谷 奈見季 助教
（ウーマン・テニュア・トラック教員）

▲�ケイ素を多く含むイネ（＋Si）と欠乏した
イネ（−Si）。ケイ素が十分だと、実り具合
も良く（左）、虫にも強い（右）

土壌環境ストレスユニット▶植物ストレス学グループ植物ストレス科学
共同研究コア

−Si ＋Si −Si ＋Si
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